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を して

みませんか
議会 傍聴を して

みませんか
議会 傍聴を して

みませんか
議会 傍聴

　議員は、議場でどんな発言をしている
か。また、どんなまちづくりを考えている
か、今後の町の方向性を直接聞くことがで
きる良い機会です。ぜひお越しください。

※次回の会議は12月5日（火）～8日（金）
　  一般質問は12月6日（水）・7日（木）
　　午前10時、再開の予定です。

議会ライブ中継 配信中
（傍聴者は９月会議８人、ライブ中継は７５
アクセスでした。）

お 知 ら せ
発行日
令和5年11月30日
発　行
川崎町議会

No.232議会情報便

編集　議会広聴・広報委員会編集　議会広聴・広報委員会

表紙の説明「はじめるよ！ハーイ！」

撮影　広報モニター　藤原 義信さん

「かわさきこども園運動会」にて

提供：議会広聴・広報委員会撮影場所：山村開発センターから

町の風景

ダブルレインボーは幸運のサイン !

議会映像配信
議会の様子が
ご覧いただけます。

「はじめるよ!ハーイ!」

意
見
交
換
会

子
育
て
世
代
の
想
い
多
数

要
望
決
議

国
道
２
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号
バ
イ
パ
ス
整
備
事
業

計
画
的
な
整
備
を

川
崎
茶
の
魅
力
を

よ
り
見
え
る
カ
タ
チ
に
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　本紙の「町の風景」（裏表紙）に掲載する写真を町
民の方より募集します。写真をご提供いただける方
は、議会事務局までご連絡をお願いします。

※ご提供いただいた写真が必ず掲載となるものではあり
ません。ご理解のうえでご提供願います。

※写真のタイトルは議会広聴・広報委員会で決定いたし
ます。

掲載写真を募集します

詳しくは、議会事務局まで TEL（0224）84ー2301
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対
面
で
保
護
者
と
懇
談

●
町
外
へ
の（
通
学
）バ
ス

を
増
便
し
て
ほ
し
い
。

●
高
校
進
学
時
の
公
共
交

通
や
送
迎
等
に
不
安
が

あ
る
。

●
宮
交
バ
ス
の
本
数
が
少

な
い
た
め
、利
用
し
に

く
い
。

●
他
町
村
へ
の
高
校
通
学

へ
の
手
段
が
不
便
。交

通
費
が
高
い
。

●
小
学
校
へ
の
送
り
迎
え

が
大
変
。

●
学
校
の
部
活
や
児
童
教

室
の
利
用
後 (

午
後
６

時
以
降)

の
町
民
バ
ス

の
運
行
が
な
い
。

意見が出しやすい
ワークショップ形式で

対
面
で
保
護
者
と
懇
談

意
見

保
護
者
か
ら
の

小 中
学 校

通
学
・
バ
ス
時
間

通
学
が
不
便

学
校
・
部
活

体
制
の
充
実
を

病
　
院

小
児
科
が
あ
れ
ば

親
の
送
迎

体
制
拡
充
を

雇
　
用

雇
用
の
確
保
を

Ｉ
Ｔ
関
連

情
報
発
信
と
活
用
を

図
書
・
学
習

図
書
環
境
の
整
備
を

●
第
二
小
学
校
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
が
充
実
し
て
い

る
。ほ
か
の
学
校
で
も

必
要
で
は
。

●
小
学
校
で
の
サ
ポ
ー

タ
ー（
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
な
ど
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
充
実
を
。

●
町
内
に
耳
鼻
科
と
眼
科
、

小
児
科
が
な
い
。通
院

時
に
仕
事
を
休
む
必
要

が
あ
る
。

●
働
く
場
の
充
実
。

●
町
内
で
の
雇
用
の
確
保

が
必
要
。

●
学
校
卒
業
後
、地
元
で

の
就
職
で
き
る
環
境（
企

業
）が
必
要
。

●
タ
ブ
レ
ッ
ト
、ス
マ
ホ

の
依
存
が
大
き
い
。

●
学
校
と
保
護
者
の
連
絡

は
ス
マ
ホ
を
利
用
し
て

い
る
が
一
般
町
民
に
も

共
有
し
た
い
も
の
は
情

報
を
伝
え
る
こ
と
が
必

要(

ク
マ
が
出
た
と
か)

。

●
図
書
館
が
な
く
て
不
便
。

●
公
民
館
の
図
書
室
が
狭

く
、蔵
書
数
が
少
な
い
。

●
図
書
室
の
学
習
ス
ペ
ー

ス
が
狭
い
。

●
学
校
の
図
書
が
古
い
。

新
書
の
補
充
も
考
え
て

ほ
し
い
。

●
こ
ど
も
園
・
児
童
教
室

の
登
園
、降
園
、運
営
時

間
が
厳
し
い
。女
性
が

正
職
員
で
働
け
な
い
。

子育て世代の 想い多数子育て世代の 想い多数子育て世代の 想い多数
　
９
月
14
日
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
し
て
い
た
対
面
で
の
意
見
交
換
会
を
５

年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
保
護
者
11
名
と
全
議
員
が
「
子
育
て
に

関
す
る
困
り
ご
と
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
お
忙
し
い
な
か
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
要
望
は
議
会
全
員
で

検
討
し
、
よ
り
良
い
方
向
に
進
む
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▲こども園・小中学校の保護者で

▲保護者からのストレートな想い

▲良い方向に向かうには

▲４班に分かれて活発な意見が
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令和4年度 決算審査特別委員会

事業成果を確認事業成果を確認
　令和４年度の各種会計決算認定は、議長と議会選出監査委
員を除く11名で構成する決算特別委員会での審査に付託され
ました。委員長に的場要委員、副委員長に佐藤清隆委員を選任
し10月３・４日に審議しました。
　質疑は多数ありましたが、ここではその一部を紹介します。

へ担  当  課
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い
ず
れ
の
団
体
も
条

例
定
数
を
満
た
し
て
い
な

い
状
況
で
す
。
交
通
安
全

指
導
隊
か
ら
は
不
足
感
が

あ
る
と
の
意
見
は
あ
り
ま

す
。
若
い
人
が
入
る
よ
う

に
広
報
活
動
を
含
め
、
現

隊
員
等
か
ら
の
声
掛
け
な

ど
で
増
員
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。緊

急
を
要
す
る
も
の

は
早
急
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
年
次
計
画
を

立
て
て
修
繕
を
し
て
い
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
、
３

つ
の
事
業
を
実
施
・
展
開

す
る
予
定
で
、
こ
の
う
ち

２
つ
の
事
業
は
外
部
の
専

門
職
員
が
対
応
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
事

業
を
検
証
し
、
来
年
度
の

予
算
を
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
令
和
６
年

度
の
入
園
募
集
を
行
い
ま

す
の
で
、
そ
の
状
況
を
注

視
し
て
い
き
ま
す
。

仙
南
地
区
の
２
事
業

者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
９
月
現
在
８
名

15
回
の
利
用
が
あ
り
、
実

績
は
伸
び
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
他
の
自
治
体
と
の

兼
ね
合
い
で
、
利
用
し
た

い
と
き
に
利
用
で
き
な
い

可
能
性
が
あ
る
の
が
懸
念

材
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

物
価
上
昇
に
よ
り
個

人
消
費
が
減
っ
た
こ
と
が

要
因
と
考
え
ま
す
。
毎
週

月
曜
日
に
町
内
を
巡
回
し
、

不
法
投
棄
等
を
見
つ
け
た

場
合
は
回
収
・
処
理
し
て

い
ま
す
。

水
田
転
作
で
飼
料
作

物
を
栽
培
し
、
畑
地
化
支

援
を
受
け
取
っ
て
い
る
農

家
は
５
年
間
作
付
け
報
告

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
農
家
と
の
間
に
入
っ

て
指
導
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

現
在
の
登
録
物
件
は

９
件
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト

発
送
数
４
１
４
件
の
う
ち

「
興
味
有
り
」
と
の
回
答

は
70
件
で
し
た
。「
興
味

有
り
」
と
回
答
し
た
人
に

は
、
物
件
登
録
に
向
け
て

事
務
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

他
の
市
町
村
職
員
と

意
見
交
換
を
し
な
が
ら
見

識
を
深
め
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
参
加
で
き

る
研
修
に
は
積
極
的
に
参

加
す
る
よ
う
職
員
に
周
知

し
て
い
き
ま
す
。

点
検
の
結
果
、
５
カ

所
の
た
め
池
で
安
全
施
設

の
設
置
や
老
朽
化
の
対
策

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

国
庫
補
助
事
業
を
活
用
し
、

令
和
５
年
度
は
支
倉
の
２

カ
所
、
令
和
６
年
度
以
降

に
残
り
の
た
め
池
を
整
備

す
る
計
画
で
す
。

総
務
課

学
務
課

町
民
生
活
課

幼
児
教
育
課

保
健
福
祉
課

町
民
生
活
課

農
林
課

地
域
振
興
課

総
務
課

農
林
課

答答

答

答

答

答

答

答

答

答

人
員
確
保
は

老
朽
化
の
影
響
で

専
門
家
に

園
児
が
減
少

周
知
の
徹
底
を

不
法
投
棄
の
対
応
は

耕
作
放
棄
が
心
配

登
録
件
数
増
へ

積
極
的
に
参
加
を

今
後
の
整
備
計
画
は

消
防
団
・
交
通
安
全

指
導
隊
・
防
犯
指
導
隊
は

人
手
不
足
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。
活
動
に
支
障
は
。

小
中
学
校
の
工
事
費
、

修
繕
費
が
約
１
４
０
０
万

円
か
か
っ
て
お
り
、
ま
だ

修
繕
が
必
要
な
箇
所
も
あ

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
施

設
修
繕
等
の
要
望
は
あ
り

ま
す
か
。

婚
活
事
業
は
し
っ
か

り
と
予
算
を
確
保
し
取
り

組
む
べ
き
で
す
。
専
門
家

に
入
っ
て
も
ら
い
、
事
業

を
推
進
す
べ
き
と
考
え
ま

す
が
。

富
岡
幼
稚
園
の
園
児

が
減
少
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
か
わ
さ
き
こ
ど
も
園

と
一
緒
に
す
る
考
え
は
。

産
後
ケ
ア
事
業
は
前

年
度
途
中
か
ら
開
始
し
た

こ
と
も
あ
り
、
周
知
が
行

き
届
い
て
い
な
い
と
感
じ

ま
す
が
、
現
在
の
状
況
は
。

ご
み
減
量
の
要
因
は
。

ま
た
、
不
法
投
棄
へ
の
対

応
は
。

水
田
を
畑
地
化
す
れ

ば
５
年
間
は
耕
作
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

後
に
耕
作
し
な
い
農
地
が

増
え
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

ま
す
。
ど
の
よ
う
に
指
導

し
て
い
き
ま
す
か
。

空
き
家
バ
ン
ク
の
登

録
件
数
が
少
な
い
状
況
で

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

踏
ま
え
た
今
後
の
展
開
は
。

職
員
の
研
修
は
非
常

に
重
要
で
す
。
他
市
町
村

と
の
交
流
等
に
は
積
極
的

に
参
加
し
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
ま
す
が
。

今
後
の
た
め
池
整
備

計
画
と
安
全
対
策
は
。

問問

問

問

問

問

問

問

問

問

佐
藤
昭
光
委
員

遠
藤
美
津
子
委
員

眞
幡
善
次
委
員

佐
藤
昭
光
委
員

佐
藤
清
隆
委
員

高
橋
義
則
委
員

高
橋
義
則
委
員 

遠
藤
美
津
子
委
員

眞
幡
善
次
委
員

佐
藤
新
一
郎
委
員

▲畑地化支援もあるが…▲専門家の力を借りて

▲ぜひ空き家の登録を▲元気に砂あそび

▲情報交換しながら▲周知に工夫を

▲慢性的な人手不足▲年々かさむ修繕費

▲見られてますよ ▲事故を未然に防ぐ

的場要委員長　佐藤清隆副委員長

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会



先を見据えた 取り組みを!!総括質疑

　10月２日の本会議で各会計決算概
要説明後、令和４年度決算特別委員会
を設置し、２日間にわたり担当課から
詳細説明を受け審査しました。その審
査を経て総括質疑を行いました。
　質疑は多岐にわたりましたが、ここ
ではその一部を紹介します。

令和4年度決算
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年
度
途
中
か
ら
始
ま
っ

た
帯
状
疱
疹
は
、
そ
れ
な

り
に
実
績
を
上
げ
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
重
要
性
と

必
要
性
を
周
知
し
て
い
き

ま
す
。

集
落
で
の
組
織
立
ち
上

げ
に
は
積
極
的
に
関
わ
り

支
援
で
き
る
体
制
に
な
っ

て
い
ま
す
。
農
業
を
継
続
し

て
い
く
に
は
施
設
や
農
地

の
基
盤
整
備
が
大
切
で
す

の
で
、
地
域
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券

の
配
布
や
人
口
減
少
も
影

響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
見
直
し
も
含
め
て
使

い
や
す
い
運
行
ダ
イ
ヤ
な

ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
を
活
用
し
た
事
業
は

限
度
額
を
引
き
上
げ
ま
し

た
。
も
っ
と
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
負
担
率

を
下
げ
る
な
ど
、
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

働
い
て
い
る
人
た
ち

の
環
境
や
給
与
体
系
を

し
っ
か
り
と
考
え
、
守
っ

て
い
け
る
よ
う
精
査
し
て

い
き
ま
す
。

財
源
を
ど
の
よ
う
に

確
保
す
る
か
が
大
き
な
課

題
で
す
。
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
の
受
け
入
れ

な
ど
も
視
野
に
入
れ
、
今

ま
で
以
上
に
現
場
の
声
を

聞
き
、
調
整
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
周

期
的
に
確
認
し
、
所
有
者

に
撤
去
の
依
頼
を
行
っ
て

い
ま
す
。
現
時
点
で
ス
ク
ー

ル
ゾ
ー
ン
以
外
は
調
査
を

し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
古
く

な
っ
て
い
る
も
の
も
多
数

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

補
助
が
で
き
る
か
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

公
共
施
設
の
在
り
方
は

非
常
に
大
き
な
課
題
と
感

じ
て
い
ま
す
。
毎
年
限
ら
れ

た
予
算
の
中
で
、
町
民
の
声

を
聞
き
な
が
ら
本
を
購
入

し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
図

書
館
機
能
を
充
実
で
き
る

よ
う
考
え
て
い
き
ま
す
。

学
校
施
設
は
か
な
り
傷

ん
で
い
ま
す
。
ま
ず
は
川
崎

小
学
校
の
建
て
替
え
を
第

一
に
考
え
、
ほ
か
の
施
設
も

早
急
に
計
画
を
立
て
て
い

き
ま
す
。

滞
納
整
理
本
部
の
な
か

で
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
交
換

を
行
っ
て
お
り
、
滞
納
者
の

生
活
状
況
に
変
化
が
あ
っ

た
場
合
な
ど
に
も
連
絡
を

取
り
合
っ
て
対
応
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
情
報
共
有
と

連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

町　

長

農
林
課
長

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長

建
設
水
道
課
長

教
育
長

町　

長

副
町
長

答

答

答

答

答

答 答

答

答

答

積
極
的
な
情
報
発
信
を

長
期
的
な
支
援
を

町
民
バ
ス
の
利
用
減

支
援
の
拡
充
を

反
映
し
て
い
る
か

中
長
期
的
な
観
点
で

情
報
共
有
と
連
携
を

町
内
い
た
る
と
こ
ろ
に

広
い
場
所
が
必
要

学
校
の
建
て
替
え
は

重
要
性
・
必
要
性
を
周
知

積
極
的
に
関
わ
る

使
い
や
す
い
運
行
を

使
い
や
す
い
制
度
に

守
っ
て
い
け
る
よ
う
に

大
き
な
課
題

情
報
交
換
を
行
う

古
い
も
の
も
多
数

限
ら
れ
た
予
算
内
で

川
崎
小
を
最
優
先
に

風
疹
や
帯
状
疱
疹
予

防
接
種
は
接
種
人
数
が
少

な
い
状
況
で
す
。
積
極
的

な
情
報
発
信
を
す
べ
き
と

考
え
ま
す
が
。

農
業
の
維
持
に
は
集

落
営
農
組
織
や
個
人
等
に

対
し
て
長
期
的
な
支
援
が

必
要
だ
と
考
え
ま
す
が
。

町
民
バ
ス
の
利
用
者

が
減
少
し
て
い
ま
す
。
現

行
の
運
行
も
含
め
見
直
す

時
期
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
が
。

農
家
の
担
い
手
育
成

の
た
め
、
地
域
の
実
情
に

合
っ
た
支
援
策
の
拡
充
が

必
要
だ
と
考
え
ま
す
が
。

多
く
の
委
託
費
が
人

件
費
の
高
騰
に
よ
り
増
加

し
て
い
ま
す
。
働
く
人
の

給
料
に
反
映
さ
れ
て
い
る

の
か
、
業
者
等
に
確
認
が

必
要
で
は
。

自
主
財
源
の
確
保
は

中
長
期
的
な
観
点
が
必
要

で
す
。
企
業
誘
致
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、

新
た
な
考
え
で
取
り
組
む

べ
き
で
は
。

自
主
財
源
を
確
保
す

る
た
め
、
徴
収
率
ア
ッ
プ

に
向
け
、
全
庁
で
の
情
報

共
有
と
連
携
が
不
可
欠
だ

と
考
え
ま
す
が
。

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
内

の
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去

は
進
ん
で
い
ま
す
が
、
一

般
道
で
も
危
険
な
箇
所
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
対
策

が
必
要
で
は
。

公
民
館
の
図
書
室
は

狭
く
、
広
い
場
所
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

新
し
い
本
に
入
れ
替
え
を

す
べ
き
で
は
。

教
育
関
係
施
設
は
老

朽
化
に
よ
り
毎
年
多
額
の

修
繕
費
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
計
画
的
な
学
習
環
境

の
整
備
が
必
要
で
は
。

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

遠
藤
美
津
子
委
員

高
橋
義
則
委
員

大
沼
大
名
委
員

佐
藤
新
一
郎
委
員

佐
藤
清
隆
委
員

眞
幡
善
次
委
員

眞
幡
善
次
委
員

佐
藤
清
隆
委
員

遠
藤
雅
信
委
員

生
駒
純
一
委
員

総

括

質

疑

総

括

質

疑



　
10
月
11
日
に
決
算
認
定
案
８
件
が
審
議
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
認
定
さ
れ

た
決
算
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

決算

4割に迫る4割に迫る

自主財源  横ばい自主財源  横ばい

社会保障関
連費

各会計歳出決算
一般会計
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療保険特別会計
介護保険特別会計
温泉事業特別会計
公共下水道事業特別会計
病院事業会計（３条分のみ）
水道事業会計（３条分のみ）
合　　計

町が自らの手で徴収または収納できる財源。

過疎地域に指定された市町村が使用できる
借金。借りた金額の7割が交付税で措置され
るため、自治体の負担が少ない。

一般会計の民生費、国民健康保険特別会
計、後期高齢者医療保険特別会計、介護保
険特別会計を合算したもの。

法令などで義務付けられている経費。

54億3290万円
11億6458万円

9753万円
11億1608万円

1445万円
 5億4万円

8億5133万円
2億5408万円
94億3099万円

ポイント

令和4年度
決算

義務的経費 34.0％

総額は前年度比で約３億円の減少。

地方交付税が約８千万円の減少。

町税は約3800万円の増加。

令和４年度から過疎対策事業債が
発行可能となり地方債が増加。

歳入

ポイント

一般会計は前年度比で約４億円の大
幅な減少。

コロナ関連費が主に減少している。

一般会計からの各会計への繰出金は、
介護保険特別会計を除いて増加。特
に公共下水道事業特別会計は大幅に
増加。

歳出
用 語 説 明

自主財源

義務的経費

社会保障
関連費

過疎対策
事業債

一般会計

歳入決算
58億1516万円
一般会計

歳入決算
58億1516万円

町税
9億3625万円
　　　 16.1%

各種交付金
2億6586万円
　　　　4.5%

地方特例交付金
485万円
　　　　0.1%

地方交付税
27億3224万円
　　　　47.0%

地方債
3億6050万円
　　　　6.2%

国庫支出金
6億7592万円
　　　11.6%

繰入金
3169万円
　　0.6%

繰越金
9380万円
　　1.6%

その他
2億8075万円
　　　　4.8%
地方譲与税
7729万円
　　 1.4%

県支出金
2億7994万円
　　　　4.8%

使用料・手数料
7607万円
　　　　1.3%

自主財源 24.4％

一般会計

歳出決算
54億3290万円
一般会計

歳出決算
54億3290万円

人件費
10億7227万円
　　　　19.7%

扶助費
4億6870万円
　　　　8.6%

公債費
3億1122万円
　　　　5.7%

普通建設事業費
4億7023万円
　　　　8.7%

災害復旧費
8485万円
　　 1.5%

補助費等
10億2072万円
　　　　18.8%

維持補修費
1億3848万円
　　　　2.5%

積立金
1億8502万円
　　　　3.4%

積立金
4696万円
　　0.8%

物件費
10億2554万円
　　　　18.9%

貸付金
2000万円
　　0.4%

繰出金
（上水・病院会計分除く）
5億8425万円
　　　 10.8%

投資及び出資
5162万円
　　 1.0%
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監査意見  経常経費の削減を!監査意見  経常経費の削減を!
徴
収
率
は
微
増

　
歳
入
で
は
３
億
１
８
０

２
万
円
、
歳
出
で
は
、
４

億
６
４
８
万
円
と
前
年
度

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
た

決
算
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
対
策
の
関
連
経
費
が

減
少
し
た
こ
と
が
要
因
で

し
た
。

　
町
税
の
徴
収
率
は
94
・

５
％
で
、
昨
年
度
か
ら
０
・

１
ポ
イ
ン
ト
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
経
費
削
減
を

　
基
金
の
繰
入
金
は
必
要

な
事
業
の
み
活
用
し
、
着

実
な
財
源
確
保
と
計
画
的

な
負
担
軽
減
策
を
講
じ
て

い
る
状
況
で
す
。
地
方
交

付
税
や
他
補
助
金
活
用
に

よ
り
、
一
般
財
源
の
支
出

を
抑
え
公
共
施
設
等
整
備

費
用
基
金
を
新
た
に
積
み

立
て
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
依
然

と
し
て
交
付
税
な
ど
の
依

存
財
源
に
よ
る
財
政
運
営

引
き
続
き
強
化
を

　
収
入
未
済
額
は
一
般
会

計
で
前
年
比
８
３
８
万
円

の
減
少
、
特
別
会
計
は
３

０
９
万
円
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
徴

収
対
策
の
強
化
を
図
り
自

主
財
源
確
保
に
努
力
し
て

く
だ
さ
い
。

信
頼
さ
れ
る
病
院
を

　
病
院
事
業
会
計
は
、
安

定
し
た
病
院
経
営
を
持
続

可
能
な
も
の
と
し
て
い
く

た
め
、
引
き
続
き
長
期
的

な
経
営
収
支
の
評
価
に
基

づ
い
た
経
営
判
断
の
も

と
、
町
民
か
ら
信
頼
さ
れ

る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
と
も
経
常
経
費
の
削

減
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

要望決議要望決議

　自主財源の確実な確保には徴収率の向
上は欠かせません。庁内の情報共有と連
携を図り、滞納額縮減に努めてください。

　帯状疱疹予防などの各種ワクチン接種
事業は、費用助成の充実を図りながら幅
広く実施しています。町民に必要性や重
要性を理解していただくとともに、効果
的な周知方法によって、更なる接種率向
上に取り組んでください。

　学校教育系施設については、老朽化に
より多額の修繕費を支出しています。今
後の入学者数と現状を踏まえた、計画的
な学習環境の整備を検討してください。

　消防団員、交通安全指導員、防犯指導
隊員等の人員不足や高齢化が進んでいま
す。実情に合わせた体制の見直し、再編
も含め、人員確保に努めてください。

　移住定住の促進には空き家バンク登録
数の増加は不可欠です。事前登録制度の
活用で円滑な登録を促し、空き家の利活
用を推進してください。

　基幹産業の農業を取り巻く環境は厳し
い状況です。意欲のある担い手育成のた
めにも、地域の実情に合った活用しやすい
支援策、負担軽減策を検討してください。

要望決議とは、
決算の状況等を確認し、事業を執行する上での要望や留意事項など、

執行部に対する議会の意思を表明するものです。
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R2 R3 R4 健全状況 指標の説明

経常収支比率 93.2％ 84.2％ 89.1％ 悪化
財政構造の弾力性を表す指標で、この比率が高いほ
ど経常剰余財源が少なく、財政の硬直度が進んでい
ることを示します。

連結実質赤字比率 赤字が発生していない 健全 標準的な収入に対する全会計の赤字割合です。

実質公債費比率 4.7％ 4.8％ 4.5％ 健全
標準的な収入に対する、１年間で支払った借入金返
済額などの割合です。

将来負担比率 数値が算定されない 健全
標準的な収入に対する将来支払う借入金返済額など
の割合です。

積立金現在高比率 54.5％ 66.5％ 77.1％ 健全
現時点及び将来にわたっての財源的な蓄えを表す指
標です。

地方債現在高比率 68.3％ 62.7％ 65.0％ 健全
将来償還すべき地方債現在高の標準財政規模に対す
る割合です。

財政力指数 0.330 0.310 0.300 低い傾向
財政運営の自主性の大きさを表す指標で、１に近い
ほど財政力が良いことを表しています。

財政指標の状況

要

望

決

議

監

査

意

見
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日
用
品
の
物
価
高こ

う

騰と
う

に

よ
り
、
生
活
に
困こ

ん

窮き
ゅ
う

す
る

家
庭
が
増
え
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
国

の
支
援
が
一
段
落
し
、
町

は
今
後
ど
う
対
応
す
る
の

か
伺
い
ま
す
。

物
価
高
騰
に
絡
み
、

ど
ん
な
生
活
の
困
り
ご
と

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
か
。

心
の
健
康
に
つ
い
て

の
相
談
に
は
ど
の
よ
う
な

傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
か
。

生
活
保
護
申
請
が
全

国
的
に
増
え
て
い
ま
す
。

当
町
の
傾
向
は
。

生
活
の
困
り
ご
と
相

談
は
複
雑
多
岐
に
わ
た
る

な
か
で
、
親
身
な
対
応
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
今
の
体

制
で
十
分
な
の
で
す
か
。

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
国
の

支
援
が
一
段
落
し
ま
し
た
。

心
の
問
題
も
含
め
て
町
と

し
て
よ
り
広
い
相
談
体
制

を
と
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
。

コ
ロ
ナ
禍
に
対
す
る

国
の
支
援
で
財
政
調
整
基

金
が
膨
ら
み
ま
し
た
。
こ

れ
を
財
源
と
し
て
生
活
に

困
窮
す
る
町
民
に
広
く
配

布
す
る
考
え
は
。

　

保
健
福
祉
課
関
係
で
は
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
や
心
身
の

不
安
な
ど
、
３
年
間
で
約

３
６
０
０
件
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

適
応
障
害
や
引
き
こ
も

り
に
関
す
る
相
談
が
増
え

て
い
ま
す
。
家
族
へ
の
サ

ポ
ー
ト
に
配
慮
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
ま
す
。

　

県
の
公
表
で
は
町
内
の

生
活
保
護
世
帯
は
66
世
帯

81
人
で
す
。
県
全
体
割
合

よ
り
低
く
、
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
っ
て
も
減
少
傾
向
で
す
。

　

町
民
や
議
員
の
皆
さ
ん

か
ら
指
摘
を
い
た
だ
き
な

が
ら
改
善
を
進
め
て
い
ま

す
。
専
門
の
相
談
窓
口
の

開
設
は
小
規
模
自
治
体
で

は
か
え
っ
て
非
効
率
と
考

え
て
い
ま
す
。
ど
の
課
で

あ
っ
て
も
丁
寧
に
対
応
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
き

ま
す
。

　

各
部
署
と
連
携
し
て
一

層
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

月
１
回
の
「
こ
こ
ろ
の
相

談
」
に
関
し
て
は
、
精
神

医
療
セ
ン
タ
ー
の
専
門
医

が
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

物
価
高
騰
に
苦
し
む
町

民
の
こ
と
は
重
々
理
解
し

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

差
し
迫
っ
て
い
る
学
校
建

て
替
え
等
の
問
題
が
あ
り
、

こ
れ
を
踏
ま
え
て
の
対
応

と
考
え
て
い
ま
す
。

町　

長

町　

長

町　

長

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

町　

長

問答
増
え
た
基
金
を
広
く
町
民
に

差
し
迫
る
問
題
を
踏
ま
え

答

答答

答

答

答

問

問問

問

問

問

佐
さ

藤
とう

　昭
しょう

光
こう

 議員

質問・答弁の動画は
←こちらから

▲心の健康をサポート

▲物価高騰が家計を直撃

　

一
般
質
問
は
、
町
政
全
般
の
執
行
状
況

を
質
し
、
施
策
の
提
案
や
意
見
を
述
べ
、

時
に
は
是
正
を
求
め
、
町
政
を
よ
り
良
い

方
向
へ
導
く
も
の
で
す
。

５
人
の
議
員
が
質
問

５
人
の
議
員
が
質
問

◆	佐藤	昭光	議員… ………………… 13

⑴  生活困りごと相談

◆	的場	要	議員… …………………… 14

⑴  所信表明について
⑵  賑わいの創出と文化の継承

◆	眞幡	善次	議員… ………………… 16

⑴  所信表明について
⑵  タブレットの活用について

◆	佐藤	清隆	議員… ………………… 15

⑴  所信表明を受けて
⑵  森林環境譲与税の活用

◆	高橋	義則	議員…………………… 17

⑴  介護保険事業の現状は

一

般

質

問

一

般

質

問



問

答
積極的な活用を

意向踏まえ計画的に

問

答
花火大会の役割は大きい

支援の形を検討したい
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小
山
町
政
４
期
目
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
３
期

目
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

大
変
厳
し
い
町
政
運
営

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
経

済
活
動
が
本
格
的
に
動
き

出
し
た
今
こ
そ
、
先
を
見

据
え
た
計
画
的
な
「
攻
め
」

の
町
政
運
営
を
行
う
べ
き

と
考
え
ま
す
。

所
信
表
明
に
あ
る
「
子

ど
も
た
ち
や
孫
た
ち
が
、

誇
り
に
想
う
ま
ち
づ
く
り
」

と
は
具
体
的
に
何
を
行
っ

て
い
く
の
か
。

新
た
に
設
置
す
る「
川

崎
町
子
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」
の
概
要
は
。

町
内
で
は
移
住
・
定

住
が
進
ん
で
い
ま
す
。
引

き
続
き
住
み
続
け
て
い
た

だ
く
た
め
に
も
移
住
・
定

住
後
の
支
援
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

森
林
環
境
譲
与
税
を

活
用
し
た
、
森
林
管
理
と

林
業
振
興
を
積
極
的
に
行

う
べ
き
と
考
え
ま
す
。
今

ま
で
ど
ん
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
ま
し
た
か
。

基
金
を
積
み
立
て
て

い
る
が
、
計
画
的
な
使
い

道
の
考
え
は
。

  

町
民
の
声
を
謙
虚
に
受

け
止
め
、
財
政
的
な
知
見

も
忘
れ
ず
迅
速
に
反
映
さ

せ
て
い
き
ま
す
。
自
慢
で

き
る
ま
ち
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
ま
す
。

  

本
年
度
か
ら
保
健
福
祉

課
内
に
新
た
に
専
属
職
員

を
配
置
し
ま
し
た
。
母
子

の
健
康
維
持
や
家
庭
支
援

な
ど
、
積
極
的
に
関
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
ず
は
子
育

て
へ
の
漠
然
と
し
た
不
安

を
払
拭
し
、
子
育
て
支
援

の
中
核
と
し
て
機
能
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

　

新
た
に
新
築
住
宅
取
得

補
助
金
を
創
設
し
ま
し
た
。

従
来
と
異
な
り
川
崎
町
民

も
対
象
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
移
住
者
等
の
交
流
会

を
再
開
す
る
予
定
で
す
。

当
事
者
同
士
が
共
感
、
共

有
す
る
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
解
決
に
繋
が
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
有
林
に
お
け
る
経
営

管
理
集
積
計
画
の
作
成
と
、

今
後
の
森
林
管
理
な
ど
に

関
す
る
意
向
調
査
を
一
部

の
地
域
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
が
経
営
管
理
権
を
取

得
す
る
森
林
の
整
備
に
係

る
財
源
と
し
て
活
用
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
町
内

産
木
材
の
利
用
促
進
を
図

る
た
め
、
公
共
施
設
の
木

質
化
も
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長

問答
「
攻
め
」の
姿
勢
で

財
政
的
な
知
見
も
忘
れ
ず
に

答

答

答

答

答

問

問

問

問

問

問答
町
内
外
へ
の
情
報
発
信
を

運
用
に
向
け
検
討

　

今
年
は
４
年
ぶ
り
に
盆

踊
り
が
開
催
さ
れ
、
あ
い

に
く
の
天
気
に
も
か
か
わ

ら
ず
４
０
０
人
を
超
え
る

方
が
参
加
。
事
前
準
備
運

営
に
関
わ
っ
た
実
行
委
員

一
同
、
や
っ
て
よ
か
っ
た

と
喜
び
を
共
有
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

所
信
表
明
の
な
か
で「
川

崎
町
を
応
援
し
て
く
れ
る

皆
さ
ま
に
対
し
て
も
、
Ｉ

Ｔ
と
ア
ナ
ロ
グ
、
対
象
者

に
ニ
ー
ズ
の
合
っ
た
コ
ン

テ
ン
ツ
を
効
果
的
に
用
い

て
、
川
崎
町
の
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し

て
い
く
」
と
あ
り
ま
す
。

将
来
に
向
か
っ
て
夢

と
希
望
を
持
ち
、
豊
か
な

生
活
を
送
る
た
め
、
ま
た
、

に
ぎ
わ
い
の
創
出
と
い
う

意
味
で
も
花
火
大
会
の
役

割
は
大
き
い
も
の
と
考
え

ま
す
。
こ
れ
ま
で
と
は
違

う
形
も
模
索
し
な
が
ら
開

催
に
向
け
て
検
討
し
て
は
。

県
内
各
自
治
体
の
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
活
用
が
進
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
柴
田

郡
４
町
で
は
当
町
の
み
が

運
用
し
て
い
ま
せ
ん
。
町

内
外
へ
の
情
報
発
信
と
し

て
も
間
違
い
な
く
必
要
な

ツ
ー
ル
で
あ
る
と
思
い
ま

す
が
。

　

今
ま
で
の
規
模
で
花
火

大
会
を
や
り
ま
し
ょ
う
と

は
な
か
な
か
言
え
ま
せ
ん
。

ど
う
い
っ
た
形
の
支
援
が

で
き
る
の
か
、
こ
れ
か
ら

い
ろ
い
ろ
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
を
取
得
し
、
運
用
に

向
け
た
検
討
を
進
め
る
よ

う
担
当
課
に
指
示
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
そ
の
過
程
で

分
か
っ
た
課
題
を
整
理
し

庁
舎
内
で
協
議
を
進
め
、

今
年
度
中
に
運
用
を
開
始

で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

町　

長

町　

長

答

答

問

問

的
まと

場
ば

　要
かなめ

 議員

質問・答弁の動画は
←こちらから

▲令和元年度が最後の開催

▲新築住宅が建ち並ぶ支倉清水向

▲運用が待たれる公式LINE▲手つかずの森林も

佐
さ

藤
とう

　清
きよ

隆
たか

 議員

質問・答弁の動画は
←こちらから

一

般

質

問

一

般

質

問
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答
企業誘致と雇用の確保を

地道に活動を続ける
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▲いざという時に

▲積極的な誘致活動を

▲軽快な手さばきで▲みんな元気に長生きを

　

令
和
４
年
度
末
の
高
齢

化
率
は
39
・
７
％
と
高
く
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
現

在
の
介
護
の
状
況
を
伺
い

ま
す
。

一
人
暮
ら
し
の
方
が

突
然
の
け
が
や
病
気
の
と

き
に
は
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
講
じ
て
い
ま
す
か
。

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
※

を
受
け
て
い
る
人
数
は
何

人
で
す
か
。
ま
た
受
け
る

条
件
と
手
続
き
方
法
は
。

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ

は
、
介
護
者
の
状
態
を
直

接
確
認
で
き
ま
す
。
利
用

で
き
る
範
囲
を
広
め
て
、

よ
り
多
く
の
人
た
ち
が

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
考
え
は
。

介
護
事
業
を
必
要
と

し
て
い
る
高
齢
者
の
な
か

に
は
、
事
業
内
容
を
把
握

し
て
い
な
い
方
も
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
周
知
方
法

の
改
善
が
必
要
で
は
。

高
齢
者
に
長
生
き
し

て
も
ら
う
こ
と
は
、
人
口

減
少
を
防
ぐ
対
策
の
ひ
と

つ
だ
と
思
い
ま
す
。
高
齢

者
に
も
子
育
て
支
援
の
よ

う
な
町
独
自
の
支
援
を
考

え
る
べ
き
で
は
。

　

民
生
委
員
や
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
、

地
域
の
見
守
り
活
動
に
よ

る
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、
自

宅
に
居
な
が
ら
い
つ
で
も

相
談
・
通
報
が
可
能
で
す
。

  

令
和
４
年
度
の
利
用
人

数
は
14
人
で
す
。
要
支
援

な
ど
に
該
当
し
て
い
る
高

齢
者
で
あ
れ
ば
利
用
で
き

ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会

の
窓
口
、
保
健
福
祉
課
の

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
利

用
申
請
を
行
い
、
チ
ケ
ッ

ト
を
購
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

自
立
状
態
を
調
査
し
、

生
活
支
援
が
必
要
か
ど
う

か
、
一
定
の
判
断
基
準
を

設
け
て
い
ま
す
。
支
援
を

希
望
さ
れ
る
方
が
い
ま
し

た
ら
、
ま
ず
は
保
健
福
祉

課
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

  

要
介
護
者
に
は
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
民
生
委
員
、

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

が
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
情

報
発
信
や
提
案
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
関
係
機

関
と
連
携
し
、
各
種
サ
ー

ビ
ス
の
案
内
を
丁
寧
に
お

知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

  

高
齢
者
の
方
々
に
も
幅

広
い
支
援
の
メ
ニ
ュ
ー
が

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に
説

明
し
な
が
ら
、
一
定
の
基

準
の
中
で
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

町　

長

町　

長

保
健
福
祉
課
長

町　

長

町　

長

問答
突
然
の
け
が
や
病
気
の
対
策
は

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
で

答

答

答

答

答

問

問

問

問

問

高
たか

橋
はし

　義
よし

則
のり

 議員

質問・答弁の動画は
←こちらから

※訪問型サービスＢ…住民ボランティアの活動員がゴミ出し、
清掃、買い物支援などをする制度。

眞
ま

幡
はた

　善
ぜん

次
じ

 議員

質問・答弁の動画は
←こちらから

問答
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
は

教
育
現
場
で
は
不
可
欠

　

所
信
表
明
を
聞
き
、「
み

ん
な
が
主
役
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
基
本
姿
勢
で
町
政

運
営
を
進
め
て
い
く
と
い

う
強
い
心
構
え
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

町
内
に
就
労
の
場
を

確
保
す
る
に
は
、
国
・
県
・

町
の
支
援
体
制
は
必
要
不

可
欠
で
す
。
企
業
に
と
っ

て
魅
力
あ
る
支
援
策
が
必

要
で
す
が
、
新
た
な
対
策

の
考
え
は
。

高
齢
者
の
社
会
参
加

と
生
き
が
い
の
増
進
な
ど
、

労
働
が
個
人
と
社
会
を
結

び
付
け
る
手
段
と
し
て
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
果
た
す
役
割
は
重
要
で

す
。
今
ま
で
以
上
に
、
連

携
・
支
援
を
行
う
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

各
学
校
で
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
活
用
方
法
に
違
い
が

あ
る
よ
う
で
す
。
以
前
か

ら
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
教

員
へ
の
研
修
を
進
め
る
な

ど
、
新
た
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
事
と
思
い
ま

す
が
、
現
在
の
取
り
組
み

状
況
は
。

町
内
で
稼
働
し
て
い

る
企
業
で
本
社
が
他
町
村

に
あ
る
企
業
が
何
社
か
あ

り
ま
す
が
、
当
町
へ
の
本

社
移
転
要
望
な
ど
、
今
後

ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
っ

て
い
き
ま
す
か
。

　

現
在
「
よ
う
こ
そ
川
崎

町
へ
企
業
立
地
応
援
条
例
」

に
よ
り
、
工
場
設
置
な
ど

に
対
し
最
大
５
０
０
０
万

円
の
助
成
金
等
を
準
備
し

て
い
ま
す
。
取
り
組
み
方

針
は
変
え
ず
、
誠
意
を

も
っ
て
町
内
外
の
企
業
と

意
見
交
換
を
続
け
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
立

場
を
尊
重
し
つ
つ
、
町
の

思
い
や
立
場
も
説
明
し
て
、

町
に
企
業
が
進
出
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
地
道
に
活
動
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
は
、
教
育
現
場

で
は
不
可
欠
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
活
用
方

法
や
課
題
な
ど
を
学
校
間

で
情
報
共
有
し
な
が
ら
、

充
実
し
た
指
導
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
担
う
役
割
・
意
義

は
非
常
に
大
き
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
会
員
の
長
年

の
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
せ
る
よ
う
、
民
間
事
業

者
に
配
慮
し
つ
つ
行
っ
て

い
き
ま
す
。

町　

長

町　

長

教
育
長

町　

長

答

答

答

答

問

問

問

問
一

般

質

問

一

般

質

問



▲南赤石工区橋脚部

▲仙台市担当部からの概要説明

▲ようこそ川崎町議会へ

▲南赤石工区工事用仮桟橋

▲碁石工区橋台

来
工
事
の
進
捗
が
よ
り
見
え
る

　
　
　
　
　

 

に

初
心
に
返
っ
て

来
町

　
10
月
23
日
、仙
台
市
・
川
崎
町
広
域
行
政
連
絡
協
議
会
の
管
内
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。両
首
長
・
議
会
・

担
当
職
員
が
参
加
し
、
国
道
２
８
６
号
バ
イ
パ
ス
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
を
現
地
で
確
認
し
ま
し
た
。

　
昨
年
に
比
べ
、
よ
り
事
業
が
見
え
る
カ
タ
チ
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
早
期
完
成
に
向
け
て
、
引
き

続
き
宮
城
県
・
仙
台
市
と
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

　
11
月
６
日
、
福
島
県
田
村
市
か
ら
広
報
委
員
会

の
担
当
議
員
６
名
が
来
町
さ
れ
、
議
会
広
報
紙
の

編
集
・
発
行
等
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
議
会
の
編
集
会
議
開
催
回
数
の
多
さ
と
、「
議

会
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　
活
発
な
意
見
交
換
で
実
り
あ
る
研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。
私
達
も
初
心
に
返
り
今
後
の
編
集
作
業

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

視
察

町
を
良
く
す
る

　
　た
め
の
質
問

宮
城
県
町
村
議
会
議
員
セ
ミ
ナ
ー
8 18

　
一
般
質
問
は
議
員
に

と
っ
て
自
分
の
活
動
と
知

見
を
集
約
し
、町
の
政
策
、

制
度
の
争
点
を
提
起
で
き

る
機
会
で
す
。よ
っ
て
そ

の
質
問
は
、町
を
良
く
す

る
た
め
に
問
い
質
し
て
い

る
の
か
が
問
わ
れ
ま
す
。

　
質
問
は「
事
実
・
分
析
・

主
張
」で
構
成
さ
れ
る
と

の
講
演
で
、今
ま
で
の
私

の
質
問
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
を
反
省
さ
せ
ら
れ
、今

後
の
質
問
に
活
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

高
橋
義
則
議
員

新
た
な
視
点
で

　
　
　
　質
問
を

　
自
治
体
の
役
割
は
地
域

住
民
の
生
活
向
上
を
目
指

し
機
能
す
る
こ
と
で
す
。

問
題
を
解
決
す
る
た
め
政

策
や
制
度
と
し
て
何
が
必

要
な
の
か
、議
員
同
士
で

議
論
し
答
え
を
出
し
て
い

く
取
り
組
み
が
必
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
の
一
般
質
問
で
は

「
町
に
と
っ
て
必
要
な
も

の
は
」「
町
の
状
況
は
」「
解

決
す
る
た
め
に
は
」と
い

う
よ
う
な
新
た
な
視
点
で

行
っ
て
み
よ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

大
沼
大
名
議
員

編
集
方
針
の

　
　
　見
直
し
も

町
村
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

824

　
今
ま
で
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
ア
ド
バ
イ
ス
や
先
進
地

視
察
で
得
た
も
の
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、当
議
会
の

「
編
集
方
針
」を
作
り
上
げ

て
き
ま
し
た
。今
回
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
は
ほ
と
ん
ど

が
否
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
残
り
２
回
の
発

行
で
は
方
針
は
変
え
ず
、

来
年
度
の
新
メ
ン
バ
ー
で

議
論
を
し
て
方
針
を
決
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

沼
田
長
一
議
員

今
後
変
化
し
て
い
く

　
　
　
　
　
　紙
面
も

　
現
在
の
紙
面
は
、先
輩

議
員
た
ち
が
築
き
上
げ
た

実
績
と
細
部
に
わ
た
る
決

ま
り
が
あ
り
、住
民
目
線

で
紙
面
づ
く
り
を
し
て
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
、今
回
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
は
数
多
く
の
改

善
点
を
講
師
か
ら
い
た
だ

き
ま
し
た
。今
後
、い
ろ
い

ろ
な
意
味
で
変
化
さ
せ
て

い
か
な
く
て
は
い
け
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。

佐
藤
清
隆
議
員

誰
で
も
わ
か
る

　
　
　
　
　文
章
に

　
今
回
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

は
、講
師
の
言
っ
て
い
る

こ
と
は
確
か
に
必
要
な
こ

と
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。で
す
が
、私
は
文

章
を
ま
と
め
る
こ
と
が
苦

手
で
、毎
回
広
報
紙
づ
く

り
に
は
苦
労
し
て
い
ま
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、だ
れ
で

も
読
み
や
す
い
文
章
を
目

指
し
、広
報
委
員
と
し
て

ま
だ
ま
だ
努
力
を
し
て
い

か
な
く
て
は
と
思
う
研
修

で
し
た
。

遠
藤
雅
信
議
員

　
８
月
18
日
に
蔵
王
町

で
宮
城
県
町
村
議
会
議

員
セ
ミ
ナ
ー
が
、
８
月

24
日
に
東
京
都
で
全
国

町
村
議
会
広
報
ク
リ

ニ
ッ
ク
が
そ
れ
ぞ
れ
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
報
告
書
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

「質問力を高める」

「編集方針、見直しも」
&
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総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
教
育
常
任
委
員
会

産
業
建
設
教
育
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
教
育
常
任
委
員
会

産
業
建
設
教
育
常
任
委
員
会

調査事項① 調査事項①調査事項② 調査事項②

上
水
道
の
経
営
と
施
設
の
現
状

防
災
の
組
織
体
制

山
城
跡
の
現
状
は

各
種
健（
検
）診
事
業
の
取
り
組
み

計
画
的
な
更
新
事
業
を

効
率
的
な
管
理
運
営
を

環
境
整
備
の
検
討
を

意
識
改
革
へ
の
働
き
か
け
を

調
査
日
　
9
月
8
日

調
査
日
　
9
月
7
日

【
調
査
結
果
概
要
】

【
調
査
結
果
概
要
】

【
調
査
結
果
概
要
】

【
調
査
結
果
概
要
】

【
委
員
会
意
見
】

【
委
員
会
意
見
】

【
委
員
会
意
見
】

【
委
員
会
意
見
】

　

令
和
４
年
度
末
の
給
水

人
口
は
７
９
５
８
人
で
前

年
度
比
84
人
の
減
、
給
水

戸
数
は
３
２
４
９
戸
で
６

戸
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
経
営
状
況

に
つ
い
て
は
、
前
年
度
の

　

災
害
時
の
体
制
に
つ
い

て
は
、
災
害
の
発
生
ま
た

は
そ
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
、

状
況
に
応
じ
て
配
備
レ
ベ

ル
０
号
～
３
号
を
定
め
て

お
り
、
配
備
レ
ベ
ル
ご
と

に
職
員
配
置
の
動
員
体
制

　

町
内
に
は
五
つ
の
城
跡

（
上
楯
城
跡
、
小
野
城
跡
、

本
砂
金
城
跡
、
前
川
本
城

跡
、
川
崎
要
害
跡
）
と
六

つ
の
館
跡
（
自
然
地
形
を

利
用
し
、
堀
や
土
塁
な
ど

　

住
民
総
合
健
（
検
）
診

は
、
総
合
型
で
実
施
し
て

お
り
、
結
核
・
肺
が
ん
検

診
、
特
定
健
診
、
大
腸
が

ん
検
診
、
前
立
腺
が
ん
検

診
、
肝
炎
検
査
、
成
人
歯

　

当
町
の
水
道
施
設
の
多

く
で
老
朽
化
が
進
行
し
て

お
り
、
改
修
や
更
新
の
時

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
石

綿
管
の
更
新
は
終
了
し
ま

し
た
が
、
有
収
水
量
率
を

高
め
る
た
め
、
引
き
続
き

老
朽
管
の
更
新
が
必
要
で

す
。
耐
用
年
数
等
を
考
慮

し
つ
つ
、
計
画
的
に
更
新

事
業
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
安
全
・
安
心
な
水

　

災
害
時
に
お
け
る
住

民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

エ
リ
ア
メ
ー
ル
・
Ｓ
Ｎ

Ｓ
・
広
報
車
等
で
伝
達
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
よ
り
幅
広
く
情
報
発

信
を
し
て
い
く
た
め
の
確

認
作
業
も
必
要
に
な
っ
て

く
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

長
期
的
な
避
難
所
の
運
営

に
つ
い
て
は
、
公
助
に
全

　

前
川
本
城
跡
を
は
じ
め
、

小
野
城
跡
や
上
楯
城
跡
な

ど
の
遺
構
は
、
地
域
住
民

や
文
化
財
保
護
委
員
会
の

方
々
の
協
力
に
よ
り
適
正

に
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
解
説
図
を
入
れ
た

ポ
ス
ト
を
設
置
す
る
な
ど

見
学
者
へ
の
配
慮
も
さ
れ

て
い
ま
す
。
な
お
、
駐
車

　

こ
の
特
定
健
康
診
査
や

受
診
率
等
の
指
標
は
、
保

険
者
努
力
支
援
制
度
に
よ

る
国
の
評
価
を
受
け
、
県
・

市
町
村
へ
予
算
配
分
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、

令
和
５
年
度
は
約
４
８
０

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
共
通
目
標
60
％

ま
で
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ

収
益
的
収
支
※

と
概
ね
同
規

模
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
の
人
口
減
少
及
び
施
設

老
朽
化
に
伴
う
支
出
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
補
助
事
業
等
を
活
用

し
な
が
ら
企
業
経
営
の
健

全
な
運
営
に
努
め
て
い
く

考
え
で
す
。
施
設
に
つ
い

を
設
定
し
て
い
ま
す
。
警

報
等
の
伝
達
に
つ
い
て
は
、

宮
城
県
総
合
防
災
シ
ス
テ

ム
（
ミ
ド
リ
）
等
を
活
用

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
大

規
模
災
害
時
に
お
い
て
は
、

通
信
の
確
保
、
被
害
状
況

の
把
握
、
避
難
所
の
開
設

お
よ
び
運
営
に
つ
い
て
も
、

を
設
け
た
砦
跡
）
が
あ
り
、

各
所
に
説
明
板
や
標
柱
を

設
置
し
、
保
護
と
啓け

い

蒙も
う

に

努
め
て
い
ま
す
。
城
跡
の

う
ち
上
楯
城
跡
、
前
川
本

城
（
中
ノ
内
城
）
跡
、
小

野
城
跡
は
、
昔
の
形
を
保

存
し
て
い
く
た
め
に
、
地

科
検
診
等
を
単
日
で
実
施

で
き
る
体
制
を
取
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
の

重
症
化
予
防
、
早
期
発
見

を
目
的
に
、
町
独
自
の
検

査
項
目
を
追
加
し
、
早
め

の
受
診
奨
励
や
保
健
指
導

に
結
び
付
け
て
い
ま
す
。

域
・
文
化
財
保
護
委
員
会
・

町
が
連
携
し
な
が
ら
刈
り

払
い
な
ど
の
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
一
昨
年
、

前
川
本
城
跡
で
新
た
な
遺

構
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
さ
ら
に
歴
史
的
価
値

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

受
診
率
は
経
年
的
に
横

ば
い
で
推
移
し
て
い
ま
す

が
、
３
年
間
未
受
診
者
に

対
し
、
ハ
ガ
キ
の
郵
送
や

訪
問
、
電
話
等
に
よ
り
受

診
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。

て
は
、
野
上
浄
水
場
な
ど

町
内
８
カ
所
の
浄
水
場
を

管
理
し
、
水
の
供
給
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
は
布
設

後
40
年
以
上
経
過
し
た
老

朽
管
の
更
新
事
業
な
ど
に

つ
い
て
計
画
的
な
施
設
の

更
新
を
進
め
て
い
く
予
定

で
す
。

行
政
区
・
自
主
防
災
組
織
・

消
防
団
に
協
力
を
求
め
ま

す
。
ま
た
、
災
害
応
急
対

策
の
実
施
が
困
難
な
場
合

は
、
町
外
も
含
め
た
防
災

関
係
機
関
に
応
援
要
請
を

行
い
、
防
災
活
動
等
に
万

全
を
期
す
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

を
安
定
的
に
届
け
る
た
め
、

今
後
の
経
営
戦
略
を
明
ら

か
に
し
、
適
正
な
水
道
料

金
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
す
る
と
と
も
に
、
安
定

し
た
経
営
・
財
源
確
保
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

て
頼
る
こ
と
な
く
自
助
・

共
助
・
互
助
の
観
点
か
ら
、

区
長
、
自
主
防
災
組
織
等

を
中
心
に
地
元
住
民
で
協

力
す
る
体
制
づ
く
り
が
必

要
で
す
。
引
き
続
き
効
率

的
な
管
理
運
営
が
な
さ
れ

る
よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い
。

場
や
ト
イ
レ
が
整
備
さ
れ

て
い
る
の
は
上
楯
城
跡
と

川
崎
要
害
跡
で
あ
り
、
他

の
城
跡
は
未
整
備
の
状
況

で
す
。
土
地
所
有
者
の
意

向
も
確
認
の
う
え
、
環
境

整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
で
き
て
い
ま
す
が
、
住

民
一
人
ひ
と
り
へ
の
き
め

細
か
な
対
応
と
各
種
健

（
検
）
診
へ
の
家
庭
内
意

識
改
革
へ
の
働
き
か
け
で
、

さ
ら
な
る
受
診
率
向
上
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

▲訓練も本番さながら▲新たな遺構が見つかる ▲受診しやすい環境を▲安全な水を供給するため

※収益的収支 … 一事業年度の経営活動に伴って発生するすべての収益と費用。
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会
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告

委

員

会

報

告



9月
会議
9月
会議

　会
議
は
、
９
月
29
日
か
ら
10
月
11
日
に
開
き
ま
し
た
。

　提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
契
約
案
件
１
件
、
決
算
認

定
案
８
件
、
補
正
予
算
案
７
件
、
人
事
案
２
件
を
審

議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　こ
こ
で
は
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　８
月
の
議
員
補
欠
選

挙
で
当
選
さ
れ
た
議
員

を
紹
介
し
ま
す
。

　当
町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
産
業
発
展
の
た
め
、

働
き
ま
す
。

新
議
員

紹
介

今
田  

勝
春

75
歳

信 

条
抱 

負

人
事
案
件

令和６年１月１日から
令和８年12月31日までの
３年間

（裏丁下）
大宮　長子 さん
おお みや ちょう こ

人
権
擁
護
委
員

教
育
委
員

（
新
任
）

令和５年11月１日から
令和９年10月31日までの
４年間

（支倉上）
宝田　正志 さん
たから だ まさ  し

（
再
任
）

●
農
地
荒
廃
化
防
止
対
策

●
減
反
政
策

●
新
規
就
農
者
へ
の
対
策

●
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整
備

●
環
境
に
や
さ
し
い
町
づ

く
り

補
正
予
算

工
事
請
負
契
約

■ 

補
正
内
容

予
防
接
種
費
用
を
助
成

コロナワクチン接種事業
インフルエンザ予防接種助成　

1137万円

畜産飼料高騰対策支援
1087万円

コロナワクチン接種事業
インフルエンザ予防接種助成　

1137万円

畜産飼料高騰対策支援
1087万円

畜
産
飼
料
に
補
助

　こ
の
秋
開
始
す
る
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
の

実
施
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
町
民
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
補
正
す
る

も
の
で
す
。

■ 

補
正
内
容

　飼
料
な
ど
の
物
価
高
騰

対
策
と
し
て
畜
産
農
家
を

対
象
に
支
援
す
る
た
め
補

正
す
る
も
の
で
す
。

工
事
名

大
針
中
継
ポ
ン
プ
場
自

家
発
電
設
備
更
新
工
事

契
約
方
法

一
般
競
争
入
札（
総
合

評
価
落
札
方
式
）に
よ

る
請
負

契
約
金
額

１
億
４
９
６
０
万
円

契
約
相
手

仙
台
市
青
葉
区
本
町
二

丁
目
１
番
29
号

東
芝
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ

ム
ズ
株
式
会
社

　東
北

支
社
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　お店
を
開
く
き
っ
か

け
は
。　川

崎
茶
と
の
出
会
い

が
き
っ
か
け
で
す
。
川
崎

で
収
穫
し
た
、
ふ
く
よ
か

な
香
り
と
甘
み
の
あ
る
お

茶
を
飲
ん
で
い
た
だ
く
場

所
を
提
供
し
た
く
て
起
業

し
ま
し
た
。
お
店
で
は
地

産
地
消
を
念
頭
に
置
い
た

フ
ー
ド
や
デ
ザ
ー
ト
な
ど

も
提
供
し
て
い
ま
す
。

QA こ
の
町
で
起
業

　
お
茶
と
の
出
会
い
を

お
聞
き
し
ま
す
。

　地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
時
期
に
古
関
の
農
家
で

「
川
崎
茶
」と
出
会
い
ま
し

た
。
１
３
０
年
以
上
前
か

ら
町
内
で
栽
培
さ
れ
て
い

た
お
茶
を
復
活
さ
せ
よ
う

と
思
い
、
挿
し
木
で
栽
培

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
収

穫
し
た
茶
葉
は
和
紅
茶
と

し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

QA お
茶
で
町
お
こ
し

　
川
崎
に
移
住
し
た
き
っ

か
け
は
。

　横
浜
で
会
社
員
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
体
調
不

良
を
き
っ
か
け
に
地
に
足

を
つ
け
た
暮
ら
し
を
し
た

い
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
す
。
ち
ょ
う
ど
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集

を
し
て
い
た
川
崎
町
の
自

然
豊
か
な
魅
力
に
ひ惹
か
れ

て
移
住
を
決
め
ま
し
た
。

QA 自
然
環
境
の
良
さ

　移住
し
て
み
て
川
崎

の
印
象
は
。

　川
崎
の
人
達
の
心
の

温
か
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
協
力
が

あ
り
店
を
開
店
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も

住
み
や
す
い
町
な
の
で
、

多
く
の
人
に
移
住
・
定
住

を
お
勧
め
し
ま
す
。

QA 温
か
さ
が
あ
る

　町や
議
会
に
望
む
こ

と
は
。　川

崎
町
は
自
然
豊
か

な
ま
ち
な
の
で
、
自
然
を

生
か
し
た
町
づ
く
り
を
し

て
も
ら
い
た
い
で
す
。
ま

た
、
町
民
の
足
に
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
な
ど
を
取
り

入
れ
て
、
誰
も
が
利
用
し

や
す
い
よ
う
に
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
。

QA 町
民
の
足
を
確
保 山崎 杏美さん（裏丁下）と両親

やまざき あ　み

▲熱い思いを語る

▲立野で栽培「川崎茶」

　地域おこし協力隊として３年間
活躍。活動中に出会った幻のお茶
「川崎茶」を復活させました。家族と
ともに移住し、川崎小学校入り口付
近で「茶舗  福ノ葉堂」を営業してい
る山崎杏美さんを紹介します。
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▲熱い思いを語る
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を して

みませんか
議会 傍聴を して

みませんか
議会 傍聴を して

みませんか
議会 傍聴

　議員は、議場でどんな発言をしている
か。また、どんなまちづくりを考えている
か、今後の町の方向性を直接聞くことがで
きる良い機会です。ぜひお越しください。

※次回の会議は12月5日（火）～8日（金）
　  一般質問は12月6日（水）・7日（木）
　　午前10時、再開の予定です。

議会ライブ中継 配信中
（傍聴者は９月会議８人、ライブ中継は７５
アクセスでした。）

お 知 ら せ
発行日
令和5年11月30日
発　行
川崎町議会

No.232議会情報便

編集　議会広聴・広報委員会編集　議会広聴・広報委員会

表紙の説明「はじめるよ！ハーイ！」

撮影　広報モニター　藤原 義信さん

「かわさきこども園運動会」にて

提供：議会広聴・広報委員会撮影場所：山村開発センターから

町の風景

ダブルレインボーは幸運のサイン !

議会映像配信
議会の様子が
ご覧いただけます。

「はじめるよ!ハーイ!」

意
見
交
換
会

子
育
て
世
代
の
想
い
多
数

要
望
決
議

国
道
２
８
６
号
バ
イ
パ
ス
整
備
事
業

計
画
的
な
整
備
を

川
崎
茶
の
魅
力
を

よ
り
見
え
る
カ
タ
チ
に

2P10P19P23P

　本紙の「町の風景」（裏表紙）に掲載する写真を町
民の方より募集します。写真をご提供いただける方
は、議会事務局までご連絡をお願いします。

※ご提供いただいた写真が必ず掲載となるものではあり
ません。ご理解のうえでご提供願います。

※写真のタイトルは議会広聴・広報委員会で決定いたし
ます。

掲載写真を募集します

詳しくは、議会事務局まで TEL（0224）84ー2301
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